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シーシーエス株式会社 

 

（JASDAQ 6669） 

2017年12月期 通期 
決算説明資料 



2017年12月期 決算の概要 

・売上高は、前年同期間比で 
 +18.1%と好調に拡大。 
 

・営業利益は、前年同期間比で 
 +32.2%と大幅に増加。 
 

・決算処理による費用を除いて 
 前年同期間と基準を揃えれば、 
 営業利益は+53.2%増益。 
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16/07 1-12 国内MV 海外MV 新規事業 為替影響 17/12 1-12 2016年 
1～12月 ※ 

2017年12月期 
4Q（1～12月） 

国内 
MV事業 

 

+1,049 

海外 
MV事業 

 

+ 28 

新規事業 
 

+204 

為替の影響 
 

＋99 

北米 ＋22 

欧州 ＋57 

アジア ＋20 

7,640 

9,022 

2016年 
1～12月 

2017年12月期 
4Q（1～12月） 

為替 
レート 

米ドル 108.78円 112.16円 

ユーロ 120.26円 126.70円 

（内訳） （内訳） 

売上高 +1,382百万円 

売上高の増減要因 
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【中国の合弁解消の影響】 

 売上高：▲323百万円 

北米 ＋31 

欧州 ＋153 

アジア ▲156 

（単位：百万円）  

※ 2016年1月～12月の月次実績の単純合算 



16/07 1-12 国内MV粗利 海外MV粗利 新規粗利 販管費の増減 為替の影響 変則決算の影響 17/12 1-12 

国内 
MV事業 

 

+686 

海外 
MV事業 

 

＋69 

新規事業 
 

+52 

販売管理費 
 

▲213 

1,132 

1,496 

為替の影響 
 

＋8 

決算処理 
による費用 

▲239 

営業利益の増減要因 

2016年 
1～12月 ※ 

2017年12月期 
4Q（1～12月） 営業利益 +364百万円 

【決算処理による費用】 

 決算賞与引当金：223百万円 

 棚卸資産の評価損 

 及び廃棄損  ：  15百万円 
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【中国の合弁解消の影響】 

 売上総利益：▲133百万円 

（単位：百万円）  

※ 2016年1月～12月の月次実績の単純合算 



前年同期間比（1～12月）26%増 

国内MV事業 

・電子・電気・半導体業界向けを含め、全般的に好調 
 
・ソリューション提案の強化や実験室の増設などの顧客密着営業の強化 
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（百万円）  

1,339 

837 
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

14/07 15/07 16/07 16/12 17/12 

※ 

売上高 5,080百万円 

※ 2016年12月期は5ヶ月の変則決算ため、2016年12月期第2四半期は2ヶ月間 



海外MV事業 

【欧 州】大手顧客向けの売上が継続 
 

【アジア】マレーシアでの売上増加、中国での合弁解消により売上減少 

中国での合弁解消の影響を除いた基準での伸び率 
 

海外MV合計 18%（欧州 19% , 北米 7% , アジア 31%） 

売上高 2,976百万円 

前年同期間比（1～12月）4%増 

※ 2016年12月期は5ヶ月の変則決算ため、2016年12月期第2四半期は2ヶ月間 

※ 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

14/07 15/07 16/07 16/12 17/12 

（百万円）  

774 

460 
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新規事業 
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・デバイスビジネスとUV（紫外）照射器ビジネスが売上に寄与 

・市場が急拡大しているUV（紫外）照射器ビジネスを 

 当社の収益の柱に育成すべく研究開発と人材の拡充に注力  

※ 2016年12月期は5ヶ月の変則決算ため、2016年12月期第2四半期は2ヶ月間 

売上高 965百万円 

前年同期間比（1～12月）27%増 

※ 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

14/07 15/07 16/07 16/12 17/12 

（百万円）  

302 

130 



2016年 
1～12月 ※ 

2017年12月期 
通期（1～12月） 

増減額 増減率 

 売上高 7,640 9,022 +1,382 +18.1% 

 売上総利益 4,525 5,366 
+840 +18.6% 

売上高比 59.2% 59.5% 

 販管費 3,393 3,869 
+475 +14.0% 

売上高比 44.4% 42.9% 

 営業利益 1,132 1,496 
+364 +32.2% 

売上高比 14.8% 16.6% 

 経常利益 1,034 1,441 
+407 +39.4% 

売上高比 13.5% 16.0% 

 親会社株主に帰属 
 する四半期純利益 

961 1,053 
+92 +9.7% 

売上高比 12.6% 11.7% 

連結業績 
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（単位：百万円）  

※ 2016年1月～12月の月次実績の単純合算 
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22.0 

8.0 

2017年11月27日 
 

15円増配 

・2014年2月1日付で普通株式1株につき200株の割合で株式分割を行っております。 
 1株当たり配当金は、当該株式分割に伴う影響を加味し、過去に遡って修正した数値を記載しております。 
 

・2016年5月2日にA種優先株式が普通株式に転換された結果、普通株式が1,279,829株増加しております。 

・2015年9月に業績連動型配当政策を導入、連結配当性向20～30％が目標 
  ※ 2016年12月期は5ヶ月の変則決算となるため、配当金は前期実績の期間按分から算出しております。 
 
 

・1株当たり期末配当金：45.0円、配当性向：23.1％ 
  ※ 2017年6月20日の8円増配と2017年11月27日の15円増配を合わせて通期で23円の増配となります。 

15.0 

2017年6月20日 
 

8円増配 



お客様は、照明・電源が欲しい訳ではなく 

「見える!」が欲しい 

MV事業戦略 
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【従来】照明・電源で競争している 「ステージ」 

B社 
D社 

C社 

CCS 

【現在】拡張したソリューションの「ステージ1」 

CCS 

【さらに】拡張したソリューションの「ステージ2」 

CCS 

A社  CCSは、 
 SEや技術、戦略推進など、 
 他社に無い強力な人材により 
 これを実現できる基盤を持つ。 

レンズ、カメラ、… etc.と 
ソリューションを拡張し、 

顧客への提案 
「ステージ」を上げ 

競合との差別化を推進 

顧客 照明＋カメラ・レンズ
＋システム（ボード、
ユニット）＋カスタム 

照明＋カメラ・レンズ 



海外での事業戦略 
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現地での売上高とシェア拡大のために 
代理店頼みのビジネスモデルからの脱却 

１. 顧客密着型 
  ・営業体制（人員）の強化、拠点（実験室）の拡充 
  ・エンドユーザーとの関係を構築 
 

２. ソリューション提案 
  ・現地で特注対応ができる開発体制を構築 
 

３. マルチブランド戦略 
  ・現地のローカルブランドを立ち上げ 
   「CCS」ブランドと複数ブランドを展開 



UV硬化樹脂 

UV（紫外）エネルギーを利用して、液体から固体に化学変化させる 

■ UV硬化の原理 

UVビジネス ～ UV照射器 ～ 
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■ UV照射器（ライン型）の用途 

ラベル・シールのインク硬化 

■UVインクの硬化 

 

 

 

 

 

 

パネルなどの接着・封止 

■パネルの貼り合わせ 

 

 

 

 

 

 

電子部品の接着 

■液晶と基板の接着 

 

 

 

 

 

 



UVビジネス ～ 市場規模 ～ 

13 

世界のUV-LED市場規模の成長予測 

UVビジネスの売上高推移 

（出典）「LEDinside 2017：UV LEDおよびUV LEDモジュールの市場調査（2017年4月30日出版）」 

※ 

※ 2016年12月期は5ヶ月の変則決算ため、2016年12月期第2四半期は2ヶ月間 

 2015年～2020年にかけて34%の年平均成長率 で推移 
 

 2017年 2億88百万ドル ⇒ 2020年 5億26百万ドルに拡大 

試行錯誤を繰り返しながら成長している市場なので、MV事業と同じように 
 

お客様や材料メーカと一緒に実験し製品を完成させることが当社の強みとなる 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

14/07 15/07 16/07 16/12 17/12 

（百万円）  146 

25 



オプテックスグループとの株式交換 
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平成29年12月31日  定時株主総会基準日 

平成30年２月14日  株式交換契約締結承認 取締役会 

    株式交換契約締結 

平成30年３月23日（予定） 株式交換契約承認 定時株主総会 

平成30年６月26日（予定） 最終売買日 

平成30年６月27日（予定） 上場廃止日 

平成30年７月１日（予定） 株式交換の効力発生日 

株式交換により、オプテックスグループが当社を完全子会社化 

会社名 
オプテックスグループ 

（完全親会社） 
シーシーエス 

（完全子会社） 

株式交換比率 １ 1.40 ※ 

【 株式交換の日程 】 

※平成30年4月1日に、オプテックスグループ株式1株を2株に分割する株式分割が実施されることを前提とした交換比率 



完全子会社化の背景と目的 

15 

■事業課題 

 ・国内・海外で圧倒的なトップシェアを獲得し、市場をリードする 

 ・新しい技術を積極的に取り入れ、ソリューションの幅を広げる 

■外部環境 

 ・IoTやAIを活用した製造業の革新 

 ・有機ELなどのLED以外の照明の技術進化 

・迅速かつ機動的な意思決定に基づく経営が可能となる 

・今まで以上にオプテックスグループの経営資源を活用できる 

 ⇒シーシーエス単独では難しい大型のM&Aなどの推進 

 ⇒国内外のグループ各社の資源や取引関係の活用が一層加速 

完全子会社化 



補足資料 
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商 号 シーシーエス株式会社 

本 社 所 在 地 京都府京都市上京区烏丸通下立売上ル桜鶴円町374 

設 立 1993年10月 

資 本 金 462百万円 

代 表 者 代表取締役社長 大西 浩之 

従 業 員 数 連結：284名（37名） 単体：240名（30名） 注：（）内は臨時従業員数 

事 業 内 容 LED検査用照明及び電源の製造販売、新規事業 

発行済株式総数 5,417,829株 （2017年12月31日現在） 

株 主 数 1,934名     （2017年12月31日現在）      

主な連結子会社 
CCS America, Inc. /  CCS Asia PTE.LTD. / CCS Europe N.V. 

晰写速光学（深圳）有限公司（CCS China Inc.） 

拠  点 

国内 
12ヶ所 

京都本社、生産センター、開発センター、光技術研究所、 
東京、名古屋、仙台、本厚木、金沢、守山、淀屋橋、博多、熊本 

海外 
12ヶ所 

ボストン、エル・パソ、サンノゼ、ベルギー、 
シンガポール、タイ、マレーシア、韓国、 
上海、深圳、東莞、台湾 （主な連結子会社含む） 

※ 2017年12月31日現在 

会社概要 
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1993 10月 シーシーエス株式会社設立 

1999 9月 CCS America, Inc.を設立 

2000 5月 東京営業所を開設 

2003 9月 上海駐在員事務所を開設 

2004 

6月 日本証券業協会に株式を店頭登録 

9月 RDV（S）PTE LTD社（現 CCS Asia PTE.LTD）を子会社化 

11月 CCS Europe NVを設立 

12月 日本証券業協会への店頭登録を取消し、ジャスダック証券取引所（現 東京証券取引所JASDAQ市場）に上場 

2007 7月 生産センターを開設 

2008 

1月 光技術研究所を開設 

3月 深圳駐在事務所を開設 

8月 名古屋営業所を開設 

2010 12月 CCS Asia PTE.LTD. バンコク駐在員事務所を開設 

2013 10月 台湾駐在員事務所を開設 

2014 
１月 

東莞鋭視光電科技有限公司（Rsee）を設立 

CCS America, Inc. エル・パソ テキサス テスティングルームを開設 

9月 金沢 テスティングルームを開設、 守山 テスティングルームを開設 

2015 10月 
CCS America, Inc. サンノゼ テスティングルームを開設 

本厚木 テスティングルームを開設、 淀屋橋 テスティングルームを開設 

2016 

5月 オプテックス株式会社（現 オプテックスグループ株式会社）による公開買付けにより同社の子会社となる 

8月 決算期を7月から12月に変更 

9月 CCS Asia PTE.LTD. マレーシア駐在員事務所を開設 

11月 韓国 テスティングルームを開設 

2017 

5月 
開発センターを開設 

東莞鋭視光電科技有限公司（Rsee）の当社出資持分を譲渡 

6月 晰写速光学（深圳）有限公司（CCS China Inc.）を設立 

7月 仙台営業所を開設（仙台 テスティングルームの機能と人員を拡充） 

11月 博多テスティングルームを開設 

12月 熊本テスティングルームを開設 

沿革 
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CCS は、 

1993年設立で、 
LEDを活用した 
検査用照明メーカーです。 

※ 画像処理用の照明として利用されることから、ＭＶ（マシンビジョン）照明とも言います。 
19 



ウェハーのチリ/ホコリ撮像 

プリント基板の実装部品欠陥検査 ガラスビンの刻印撮像 

検査用照明ってなに？ 
工場で何かを生産する場合は、各工程ごとに 

必ず「検査」のプロセスがあり、検査対象物を 

照明（と電源）、レンズ・カメラを使って撮像し、 

画像を基に「良品 or 不良品」の判定を行います。 

20 

良品 

部品に欠けあり 
↓ 

不良品 



撮像事例 
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点眼薬の液面撮像 

缶詰表面の汚れ撮像 

ベアリングの刻印文字撮像 



ラインセンサ用実験室 

・過去から蓄積してきた5万件以上の撮像実績 

・約1万機種のカスタム照明の設計・開発・製作 

・数百種類、1万台以上に及ぶ無料貸出機を配備 

・エリア実験室、ラインセンサ用実験室を完備し、 

 レンズやカメラも含めたトータルソリューションを提案 

エリア実験室 

CCSの強み 
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ライティングソリューション 
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500円 硬貨 

＜照明法の最適化＞ 

※ 流通している硬貨。 

  実際に検査しているものでは 

  ありません。 

伝搬方向を最適化 

見えなかった、 

500円の文字を抽出。 

 同じ対象物でも見え方が全く異なります。 

 この照明の使い方により検査精度を高める技術を 

「ライティングソリューション」といいます 



売上高と経常利益の推移 

24 
※ 決算期の変更に伴い、2016年12月期は5ヶ月（8月～12月）の変則決算 

（単位：億円）  
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LED検査用照明 

（エリア照明・ラインセンサ用照明） 

UVビジネス 

メディカルビジネス 

アグリバイオ 

ビジネス 

美術館・博物館 

ビジネス 

デバイスビジネス 

CCSの 事業内容 
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LED検査用照明事業 

新規事業 



売上高構成比 
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■ 新規 

※ 決算期の変更に伴い、2016年12月期は5ヶ月（8月～12月）の変則決算 



15/07 
通期実績 

16/07 
通期実績 

16/12 ※ 

通期実績 

17/12 
4Q実績 

17/12 
通期計画 

 設備投資 153 183 117 420 320 

 有形固定資産 108 145 111 349 197 

 無形固定資産 44 38 6 71 123 

 減価償却 164 158 65 203 250 

15/07 
通期実績 

16/07 
通期実績 

16/12 ※ 

通期実績 

17/12 
4Q実績 

17/12 
通期計画 

 研究開発費 486 545 243 680 689 

 対売上高比率 7.0% 7.4% 7.9% 7.5% 8.4% 

設備投資・減価償却・研究開発費の推移 

27 

（単位：百万円）  

※ 決算期の変更に伴い、2016年12月期は5ヶ月（8月～12月）の変則決算 
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業績・財務指標の推移① 

28 
※ 決算期の変更に伴い、2016年12月期は5ヶ月（8月～12月）の変則決算 
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業績・財務指標の推移② 

29 
※ 決算期の変更に伴い、2016年12月期は5ヶ月（8月～12月）の変則決算 
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